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（１）「海景色の映えるまち」の推進 

  本町の目指す将来像である、「海景色が映えるまち 地域資源を活かした理想

郷」の実現に向けて、「安心安全に暮らせるまち」・「活力あふれるまち」・「人材

が育ち活躍するまち」づくりを推進するための事業に重点化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）予算要求 

  団塊世代の退職等による個人所得の大幅な減少や大崎火力発電所の休止など

により、町税全体では平成２６年度当初予算額を下回る見込みであります。ま

た、普通交付税は、平成２６年度から合併算定替の特例が段階的に終了し、支

所費分が加算されるものの５年間で約５億円の減少が見込まれています。 

  そのため、本町財政が極めて厳しい状況に置かれていることを十分認識し、

内部努力による経費の削減合理化は勿論のこと、事業の必要性、緊急性、優先

度などによる事業の徹底的な見直しを図ることとしました。 

 

（１）平成２７年度当初予算の全体像 

① 当初予算の考え方 

「「「 施施施 策策策 ののの 大大大 綱綱綱 」」」   

海海
景景
色色
のの
映映
ええ
るる
まま
ちち  

①元気に住み続けたい気持ちを実現するまち 

②地域を愛する人を育てるまち 

③美しく住み良い環境で暮らすまち 

④大崎上島流の元気産業を育てるまち 

⑤明るく温かい人と地域が支えるまち

う  ⑥理解と協働で地域を想うまち 

「
人
材
が
育
ち
活
躍
す
る
ま
ち
」 

「

活

力

あ

ふ

れ

る

ま

ち

」 

「
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」 
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                                   （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

一 般 会 計 7,206,711 307,595 4.5％ 6,899,116 

 

国民健康保険事業特別会計 1,449,006 168,575 13.2％ 1,280,431 

介護保険事業特別会計 1,511,505 3,251 0.2％ 1,508,254 

後期高齢者医療保険事業特別会計 169,121 △24,178 △12.5％ 193,299 

簡易水道事業業特別会計 411,888 △147,779 △26.4％ 559,667 

公共下水道事業特別会計 129,207 △45,034 △25.8％ 174,241 

農業集落排水事業特別会計 38,978 573 1.5％ 38,405 

漁業集落排水事業特別会計 64,155 △2,088 △3.2％ 66,243 

港湾管理特別会計 14,091 55 0.4％ 14,036 

漁港管理特別会計 3,673 98 2.7％ 3,575 

交通事業特別会計 80,043 △120,408 △60.1％ 200,451 

干拓地管理特別会計 8,717 △2,793 △24.3％ 11,510 

特 別 会 計 合 計 3,880,384 △169,728 △4.2％ 4,050,112 

合 計 11,087,095 137,867 1.3％ 10,949,228 

 

 

② 会計別予算総括表 

平成２７年度当初予算の全体像 

0
1,000,000
2,000,000
3,000,000
4,000,000
5,000,000
6,000,000
7,000,000
8,000,000
9,000,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

各会計規模の推計

一般会計 特別会計
 

（単位：千円） 
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  人件費、補助費、普通建設費などの増加により 

 ７２億６７１万 1千円（前年度増減比較 307,595 千円 4.5％） 

 

 

   前年度当初予算比で、普通建設費が 602,735 千円増加しています。交通事業特別会計への

繰出金 40,416 千円減や地方債の償還が進んだため 160,925 千円減されるが、林道天満線新設

改良事業 45,066 千円や新規事業として木江屋内運動場新設事業 325,523 千円、公共施設再生

可能エネルギー導入事業 110,187 千円増が主な要因です。前年度比 307,595 千円増となり 72

億 671 万 1千円の予算規模となりました。 

（単位：千円） 

一般会計当初予算規模の推移

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

 

年  度 予  算  規  模 前 年 度 増 減 額 前年度増減率 

平成２７年度 ７，２０６，７１１ ３０７，５９５ ４．５％ 

平成２６年度 ６，８９９，１１６ △１７９，８４２ △２．５％ 

平成２５年度 ７，０７８，９５８ △５１４，３８９ △６．８％ 

平成２４年度 ７，５９３，３４７ １７，８０９ ０．２％ 

平成２３年度 ７，５７５，５３８ △７７，５３５ △１．０％ 

平成２２年度 ７，６５３，０７３ ３８３，７７５ ５．３％ 

平成２１年度 ７，２６９，２９８ △ ７６０，３３２ △ ９．５％ 

平成２０年度 ８，０２９，６３０ △５，６６１ △０．１％ 

平成１９年度 ８，０３５，２９１ ２０９，７１７ ２．７％ 

平成１８年度 ７，８２５，５７４ △ ８２，８３２ △ １．０％ 

平成１７年度 ７，９０８，４０６ △６９，５２２ △０．９％ 

平成１６年度 ７，９７７，９２８ △５０５，５９７ △６．０％ 

平成１５年度 ８，４８３，５２５   

③ 一般会計予算の状況（推移） 

平成２７年度当初予算の全体像 

（単位：千円） 
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海景色には、瀬戸内海の多島美・輝く海・温暖な気候などの自然資源と文化・産

業など、島ならではの多種多様な社会資源、さらに、優しさ・癒し・元気といった
島に住む人間によって生み出されるすべての効果を含んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「海景色の映えるまち」の推進 

①「海景色の映えるまち」の実現に向けて 

「地域資源を活かした理想の郷」実現に向けての重点施策 

「海景色の映えるまち」 

◆ 元気に住み続けたい気持ちを実現するまち 

 

■じん臓障害者通院助成事業 ■身体・知的障害者通院助成事業 ■老人クラブ助成事業 
 
■生きがい対策事業 ■敬老会開催事業 ■緊急通報体制等整備事業 ■配食サービス事業  
 
■外出支援サービス事業 ■子育てヘルパー派遣事業 ■予防接種事業 ■母子保健事業  
 
■生活習慣病対策事業 ■診療所運営事業 ■園児・児童・生徒送迎事業 ■高校・大学等奨学金貸付事業 
 
■放課後子どもプラン推進事業 ■健康増進計画策定事業 
 

◆ 地域を愛する人を育てるまち 

 

■若者定住・リーダー育成事業 ■集落支援員事業 ■産業文化祭開催助成費 ■生涯学習推進事業  
 
■人権教育推進事業 ■文化活動推進事業 ■文化財保護事業 ■文化財保存団体育成事業 
 
■情報プラザ・エル運営事業 ■社会体育推進事業 ■海と島の歴史資料館管理運営事業 
 
■ふれあい郷土資料館管理運営事業 ■ふれあいの館管理事業 ■「山・海・島」体験活動推進事業  
 
■公営塾運営事業 ■木江屋内運動場新設事業 
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◆ 大崎上島流の元気産業を育てるまち 

 
■定住促進用住宅管理運営事業 ■体験型修学旅行誘致事業 ■地域間交流促進事業 ■交流・定住促進事業 
 
■定住促進住宅用地分譲事業 ■超小型モビリティ利用促進事業 ■新規就農者育成交付金事業  
 
■かんきつ産地育成事業 ■栽培漁業新魚種導入事業 ■イベント開催助成事業 ■自然公園施設管理事業 
 
■大串キャンプ場周辺施設管理事業 ■畑地帯総合整備事業 ■産業文化祭開催助成事業 

◆ 美しく住み良い環境で暮らすまち 

 
■垂水団地維持管理事業 ■過疎地域振興対策事業 ■地域情報化推進事業 ■地域公共交通再生総合事業  
 
■住宅用太陽光発電ｼｽﾃﾑ等普及促進事業 ■常備消防運営事業 ■コミュニティバス運行事業  
 
■大崎上島交通問題協議会運営事業 ■海上交通運航欠損額補助事業 ■防犯灯管理事業 
 
■防犯活動推進事業 ■火葬場運営事業 ■一般廃棄物収集運搬事業 ■子育て住宅維持管理事業 
 
■広島中央環境衛生組合負担金 ■小規模農業基盤整備事業 ■ひろしまの森づくり事業 
 
■排水機場更新事業 ■社会資本整備総合交付金事業 ■林道天満線新設改良事業 
 
■町道東原下向山線改良事業 ■町道干拓大串港線改良事業 ■小型合併処理浄化槽設置整備事業 
 
■消防・防災設備機材等整備事業 ■消防施設整備事業 ■有害鳥獣駆除対策事業 
 
■公共施設再生エネルギー導入事業 ■危険建物除却促進補助事業 

「海景色の映えるまち」の推進 

◆ 明るく温かい人と地域が支えるまち 

 
■地区活動育成助成事業 ■一般広報事業 ■コミュニティ推進事業 ■宝くじコミュニティ助成金事業 
 

◆ 理解と協働で地域を想うまち 

 
■職員相互派遣事業 ■公文書管理活用事業 ■情報管理制度運用事業 ■情報化推進事業 
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 総合計画の基本構想で示した本町の目指す将来像 

「海景色の映えるまち 地域資源を活かした理想郷 」 

の実現に向けて、「安全安心に暮らせるまち」・「活力あふれるまち」・「人材が育ち活躍するまち」

づくりを推進するため、特に集中して取り組むことが必要な分野に対して重点的な予算配分を行

い、さまざまな施策に取り組んでいます。 

 平成１５年「大崎上島３町合併」から１０年が経過した事により、普通交付税の合併算定替の

特例分が平成２６年度から平成３０年度までの５年間で段階的に縮減（約５億円減、平成２７年

度は約１億７千万円（３割）減）されることを踏まえたうえで、限られた財源と人材を有効活用

し、事業の適切な選択と集中に努め、最小の経費で最大の効果をあげるとの視点のもと、これま

で進めてきた「子育て支援」・「高齢者支援」・「安全安心づくり」・「交通支援」・「定住促進」・「観

光支援」「産業支援」・「リーダー育成」を引き続き主要な分野として位置づけ、重点配分をいた

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 重点配分 

「海景色の映えるまち」の推進 

 安全安心に暮らせるまち ５３６，２５８千円 
 

 ◆ 子育て支援【９１，３００千円】 

   ○ 放 課 後 子 ど も プ ラ ン 推 進 事 業      １２，８９６千円 

   ○ 認 定 こ ど も 園 一 時 保 育 事 業       ３，９５９千円 

   ○ 園 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 送 迎 事 業      ２２，２７０千円 

   ○ 高 校 ・ 大 学 等 奨 学 金 貸 付 事 業      ４１，１６０千円 

   ○ 乳 幼 児 医 療 費 給 付 事 業      ４，８２９千円 

   ○ 母 子 保 健 事 業      ６，１８６千円 

 

 ◆ 高齢者支援【２１，６１８千円】 

   ○ 老 人 ク ラ ブ 助 成 事 業       ２，３５７千円 

   ○ 敬 老 会 開 催 事 業      ３，３３９千円 

   ○ 緊 急 通 報 体 制 等 整 備 事 業       ４，００２千円 

   ○ 配 食 サ ー ビ ス 事 業      ９，９２０千円 

   ○ 外 出 支 援 サ ー ビ ス 事 業      ２，０００千円 
 

 ◆ 安全安心づくり【３６８，２６３千円】 

   ○ 常 備 消 防 運 営 事 業    ２０２，６２４千円 

   ○ 防 災 無 線 等 維 持 管 理 事 業       ４，４９９千円 

   ○ 消 防 ・ 防 災 設 備 機 材 等 整 備 事 業      ２０，９５３千円 

   ○ 排 水 機 場 更 新 事 業     ３０，０００千円 

   ○ 公 共 施 設 再 生 エ ネ ル ギ ー 導 入 事 業    １１０，１８７千円 

 

◆ 交通支援【５５，０７７千円】 

   ○ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 運 行 事 業      ２７，１７５千円 

   ○ 海 上 交 通 運 航 欠 損 額 補 助 事 業      ２７，９０２千円 
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 活力あふれるまち   ３５６，８６０千円 
 

 ◆ 定住促進【４，１７１千円】 

   ○ 定 住 促 進 用 住 宅 管 理 運 営 事 業       ２，７１５千円 

   ○ 交 流 ・ 定 住 促 進 事 業       １，１９２千円 

   ○ 定 住 促 進 用 住 宅 用 地 分 譲 事 業         ２６４千円 

 

◆ 観光支援【２７，１６６千円】 

   ○ 超 小 型 モ ビ リ テ ィ 利 用 促 進 事 業       ５，１６８千円 

   ○ 体 験 型 修 学 旅 行 誘 致 事 業       ２，７００千円 

   ○ イ ベ ン ト 開 催 助 成 事 業      ６，７２７千円 

   ○ 大 串 キ ャ ン プ 場 周 辺 施 設 管 理 事 業     １２，５７１千円 

 

◆ 社会体育促進【３２５，５２３千円】 

   ○ 木 江 屋 内 運 動 場 新 設 事 業     ３２５，５２３千円 

 

 

 人材が育ち活躍するまち  １５，４６４千円 
 

◆ 産業支援【１２，９０１千円】 

   ○ 新 規 就 農 者 育 成 交 付 金 事 業       ７，５００千円 

   ○ 栽 培 漁 業 新 魚 種 導 入 事 業       ５，４０１千円 

 

◆ リーダー育成【２，５６３千円】 

   ○ 若 者 定 住 ・ リ ー ダ ー 育 成 事 業         ５００千円 

   ○ 文 化 財 保 存 団 体 育 成 事 業       ２，０６３千円 

 

「海景色の映えるまち」の推進 
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  ※町税については、固定資産税が減少しました。 

  ※地方交付税については、普通交付税加算分が縮減されることにより減少しました。 

  ※国庫支出金については、社会保障税番号制度システム整備補助金や社会資本整備総合交付

金などが増加しました。 

  ※町債については、投資的事業の増（社会体育施設整備事業等）に連動して増加しました。 

① 歳入予算の状況 

（３）一般会計予算の内容 

（単位：千円）

平成２７年度（a) 平成２６年度（ｂ) 増減額(c）= (a)- (b) 増減率（c）/（b）

町税 1,072,725 1,093,564 △ 20,839 △ 1.9 自主財源

地方譲与税 50,630 51,967 △ 1,337 △ 2.6

利子割交付金 1,893 2,300 △ 407 △ 17.7

配当割交付金 5,939 2,921 3,018 103.3

株式等譲渡所得割交付金 3,009 917 2,092 228.1

地方消費税交付金 144,481 96,339 48,142 50.0

自動車取得税交付金 9,229 9,126 103 1.1

地方特例交付金 859 1,011 △ 152 △ 15.0

地方交付税 3,000,000 3,030,000 △ 30,000 △ 1.0

　普通交付税 2,680,000 2,730,000 △ 50,000 △ 1.8

　特別交付税 320,000 300,000 20,000 6.7

交通安全対策特別交付金 958 884 74 8.4

分担金及び負担金 115,245 135,316 △ 20,071 △ 14.8 自主財源

使用料及び手数料 91,725 88,907 2,818 3.2 自主財源

国庫支出金 521,599 412,022 109,577 26.6

県支出金 466,823 389,614 77,209 19.8

財産収入 52,084 42,090 9,994 23.7 自主財源

寄附金 105 105 0 0.0 自主財源

繰入金 397,325 574,557 △ 177,232 △ 30.8 自主財源

繰越金 1 1 0 0.0 自主財源

諸収入 116,828 118,430 △ 1,602 △ 1.4 自主財源

町債 1,155,253 849,045 306,208 36.1

計 7,206,711 6,899,116 307,595 4.5

歳　　入
予　　算　　額

備考
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  ※総務費については、公営塾運営事業などが増加しました。 

  ※民生費については、施設給付型幼稚園運営費などが増加しました。 

  ※衛生費については、簡易水道事業特別会計繰出金などが減少しました。 

  ※労働費については、緊急雇用対策事業などが減少しました。 

※農林水産業費については、大崎東地区畑地帯総合整備事業などが増加しました。 

  ※商工費については、大串キャンプ場周辺施設整備事業などが減少しました。 

  ※土木費については、大串大西３号線道路改良事業などが増加しました。 

  ※消防費については、常備消防運営費などが減少しました。 

  ※教育費については、社会体育施設新設事業などが増加しました。 

  ※公債費については、地方債の償還が進んだため減少しました。 

 

② 目的別歳出予算の状況 

一般会計予算の内容 

（単位：千円）

平成２７年度（a) 平成２６年度（ｂ) 増減額(c）= (a)- (b) 増減率（c）/（b）

議会費 81,456 79,788 1,668 2.1

総務費 1,249,996 1,163,469 86,527 7.4

民生費 1,497,103 1,481,365 15,738 1.1

衛生費 667,557 683,012 △ 15,455 △ 2.3

労働費 16,400 64,929 △ 48,529 △ 74.7

農林水産業費 469,862 364,326 105,536 29.0

商工費 94,109 117,691 △ 23,582 △ 20.0

土木費 533,797 489,921 43,876 9.0

消防費 306,096 335,826 △ 29,730 △ 8.9

教育費 781,159 448,684 332,475 74.1

災害復旧費 630 634 △ 4 △ 0.6

公債費 1,505,545 1,666,470 △ 160,925 △ 9.7

諸支出金 1 1 0 0.0

予備費 3,000 3,000 0 0.0

計 7,206,711 6,899,116 307,595 4.5

歳　　出
予　　算　　額

備考
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  ※人件費については、県議会選挙、町長選挙及び国勢調査による影響により増加しました。 

  ※扶助費については、障害児福祉手当及び特別障害者手当事業などが減少しました。 

※公債費については、地方債の償還が進んだため減少しました。 

  ※普通建設費については、木江屋内運動場新設事業などが増加しました。 

  ※物件費については、情報化推進事業費などが減少しました。 

  ※積立金については、ふるさとづくり基金積立金（太陽光発電所設置事業土地賃借料分） 

などが減少しました。 

  ※繰出金については、交通事業特別会計繰出金などが減少しました。 

③ 性質別歳出予算の状況 

一般会計予算の内容 

平成２７年度（a) 平成２６年度（b) 増減額(c ） = ( a) - ( b) 増減率（c）/（b）

人件費 976,107 955,765 20,342 2.1

扶助費 555,670 564,331 △ 8,661 △ 1.5

公債費 1,505,545 1,666,470 △ 160,925 △ 9.7

3,037,322 3,186,566 △ 149,244 △ 4.7

普通建設事業費 1,159,843 557,108 602,735 108.2

　うち補助事業費 201,548 135,390 66,158 48.9

　うち単独事業費 958,295 421,718 536,577 127.2

災害復旧事業 630 634 △ 4 △ 0.6

1,160,473 557,742 602,731 108.1

物件費 1,020,989 1,145,411 △ 124,422 △ 10.9

維持補修費 62,880 42,235 20,645 48.9

補助費等 930,515 839,269 91,246 10.9

積立金 220,245 226,741 △ 6,496 △ 2.9

投資及び出資金 0 0 0 0.0

貸付金 69,461 74,621 △ 5,160 △ 6.9

繰出金 701,826 823,531 △ 121,705 △ 14.8

予備費 3,000 3,000 0 0.0

3,008,916 3,154,808 △ 145,892 △ 4.6

7,206,711 6,899,116 307,595 4.5

予　　算　　額
備考

義務的経費

計

投資的経費

計

その他

計

合　　　　計

区　　　分

（単位：千円） 
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◆ 国民健康保険特別会計                   （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 1,449,006 168,575 13.2％ 1,280,431 

（増減要因） 

○ 一般被保険者療養給付費などが増加しました。 

 

◆ 介護保険事業特別会計                   （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 1,511,505 3,251 0.2％ 1,508,254 

（増減要因） 

○ 施設介護サービス給付費などが増加しました。 

 

◆ 後期高齢者医療保険事業特別会計           （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 169,121 △24,178 △12.5％ 193,299 

（増減要因） 

○ 広域連合納付金などが減少しました。 

 

◆ 簡易水道事業特別会計                  （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 411,888 △147,779 △26.4％ 559,667 

（増減要因） 

○ 簡易水道施設整備事業などが減少しました。 

 

◆ 公共下水道事業特別会計                  （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 129,207 △45,034 △25.8％ 174,241 

（増減要因） 

○公共下水道施設建設事業などが減少しました。 

（４）特別会計予算の状況 
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◆ 農業集落排水事業特別会計                （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 38,978 573 1.5％ 38,405 

（増減要因） 

○ 一般管理費などが増加しました。 

 

◆ 漁業集落排水事業特別会計                （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 64,155 △2,088 △3.2％ 66,243 

（増減要因） 

○ 漁業集落排水施設建設事業などが減少しました。 

 

◆ 港湾管理特別会計                      （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 14,091 55 0.4％ 14,036 

（増減要因） 

○ 一般管理諸費などが増加しました。 

 

◆ 漁港管理特別会計                      （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 3,673 98 2.7％ 3,575 

（増減要因） 

○一般管理諸費などが増加しました。 

 

◆ 交通事業特別会計                      （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 80,043 △120,408 △60.1％ 200,451 

（増減要因） 

○ 新造船建造費などが減少しました。 

 

◆ 干拓地管理特別会計                     （単位：千円） 

 平成２７年度 増 減 額 増 減 率 平成２６年度 

歳入・歳出予算額 8,717 △2,793 △24.3％ 11,510 

（増減要因） 

○ 干拓地管理事業などが減少しました。 

 

特別会計予算の状況 
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基　　金　　名 H21年度末残高 H22年度末残高 H23年度末残高 H24年度末残高 H25年度末残高 H 2 6 年 度 末 残 高 予 定 H2 7 年度当初見込

財政調整基金 1,511,551 1,672,193 1,765,082 1,844,540 2,341,128 2,578,758 2,135,397

減債基金 668,756 1,042,519 1,014,473 802,827 805,661 808,055 810,942

小　　計 2,180,307 2,714,712 2,779,555 2,647,367 3,146,789 3,386,813 2,946,339

ふるさとづくり基金 628,119 653,765 632,620 587,914 575,319 571,491 572,740

垂水団地基金 11,255 20,561 30,001 42,829 56,559

長島大橋維持管理基金 92,509 143,244 109,971 109,842 109,775 109,501 109,455

地域福祉基金 289,806 257,885 210,648 159,628 108,521 52,272 52,504

小　　計 1,010,434 1,054,894 964,494 877,945 823,616 776,093 791,258

積立型基金計 3,190,741 3,769,606 3,744,049 3,525,312 3,970,405 4,162,906 3,737,597

まちづくり振興基金 707,320 810,437 913,007 1,015,695 1,119,087 1,224,535 1,329,982

過疎地域自立促進基金 16,000 95,600 177,861 261,797 347,436

共同墓地基金 16,761 17,392 17,413 17,434 17,457 17,482 17,483

果実運用型基金　計 724,081 827,829 946,420 1,128,729 1,314,405 1,503,814 1,694,901

土地開発基金(現金のみ） 192,912 193,566 193,566 206,756 206,756 206,756 206,756

国光奨学金基金(貸付金を 含む） 12,729 12,737 12,741 12,743 12,745 12,748 12,751

古田奨学金基金(貸付金を 含む） 50,000 50,131 50,321 50,511

定額運用基金　計 205,641 206,303 206,307 269,499 269,632 269,825 270,018

国保基金 272,492 239,106 182,761 198,574 137,370 77,620 20,720

介護給付準備基金 25,411 59,026 0 6,135 16,451 28,281 28,282

下水道事業減債基金 19,408 19,432 19,444 19,472 19,499 19,527 19,555

大串干拓地整備基金 30,765 43,605 50,673 56,598 47,131 46,567 42,438

介護従事者処遇改善臨時特例交付金 5,100 2,550 0 0

特別会計基金　計 353,176 363,719 252,878 280,779 220,451 171,995 110,995

総　　計 4,473,639 5,167,457 5,149,654 5,204,319 5,774,893 6,108,540 5,813,511

各　　種　　基　　金　　一　　覧　　表

 

 

 

 

（５）基金・地方債現在高一覧表 

①各種基金一覧表 

（単位：千円） 

（単位：千円） 
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　 (単位：千円）

会計 H21年度末残高 H22年度末残高 H23年度末残高 H24年度末残高 H2 5 年度末残高 H2 6 年度末残高予定 H27年度当初見込

一般会計 13,894,450 13,518,585 12,692,690 12,035,293 11,459,253 10,757,450 10,523,506

簡易水道事業特別会計 1,056,486 1,017,493 1,001,021 1,002,182 987,815 985,359 964,011

公共下水道事業特別会計 1,099,223 1,158,519 1,215,675 1,225,689 1,195,000 1,174,825 1,137,113

農業集落排水事業特別会計 268,128 255,546 242,619 231,857 220,894 209,727 198,219

漁業集落排水事業特別会計 424,589 410,177 395,955 381,187 365,692 349,552 332,694

交通事業特別会計 48,700 48,700

合計 16,742,876 16,360,320 15,547,960 14,876,208 14,228,654 13,525,613 13,204,243

 

 

 

②地方債残高一覧表 

（単位：千円） 

基金・地方債現在高一覧表 
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「海景色の映えるまち」の実現に向け、平成 27年度に行う主な新規事業等を紹介します。 

 

■ 健康増進計画策定事業 

 

【予算額】 

  ６，４９１千円 

【現状・課題】 

 ○国、県の「健康日本２１」「健康ひろしま２１」を勘案して、健康増進法第８条第２

項の規定に基づき、健康増進計画を定めるよう努める必要があります。 

 ○本町では第Ⅰ期健康増進計画が平成１８年度に策定されています。 

【事業目的】 

 ○町民が主役となる健康づくりができるように、住民、関係機関及び行政が連携し、健

康寿命の延伸や、たとえ多少の障がいを持っても自分らしくいきいき暮らせる町づく

り、健康づくりの推進を図ります。また、自分らしい心身の健康を保持増進しながら

生活できる町民の健康づくりを支援することを目的とします。 

【事業内容】 

 ○第Ⅰ期健康増進計画の評価及び現状を把握するため、アンケート調査を行います。 

 ○本町における第Ⅱ期健康増進計画を策定するため、大崎上島町健康増進計画策定委員

会を設置し、健康増進計画の原案作成等の協議を行い、計画を策定します。 

 

 

■ 公営塾運営事業 

 

【予算額】 

  １７，２５８千円 

【現状・課題】 

 ○進学塾や予備校、家庭教師といったものが乏しい離島においては、大学等進学に不

利という常識が根深くあります。この格差を解消するため高校段階で島外に出てい

く子どもも少なくありません。 

【事業目的】 

 ○公営塾の運営を地域おこし協力隊員、外部専門家へ委嘱・委託することにより、都市

と離島との教育格差を克服することを目的としています。 

【事業内容】 

 ○高校生を対象に学習指導を提供します。 

 

 

 

（６）主な新規事業等 
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■ 木江屋内運動場新設事業 

 

【予算額】 

  ３２５，５２３千円 

【現状・課題】 

 ○現行の屋内運動場は旧小学校跡地の体育館を活用しているもので、町の屋内スポーツ

の拠点施設として重要な役割を担っていますが、耐震化されておらず、老朽化による

劣化も激しい状態にあります。 

 ○急勾配の道路に隣接していることもあり、レクリエーション施設としてユニバーサル

デザインへの対応も考慮する必要があります。 

【事業目的】 

 ○スポーツや健康づくりに関する意識が高まる中、利用者のニーズの多様化・高度化に

対応し、将来にわたって子どもから高齢者まで広く町民が利用できる拠点施設として

整備します。 

【事業内容】 

 ○平成２６年度に設計が完了しており、平成２７年度は既存施設の解体撤去の後、屋内

運動場を新設します。 

 

 

■ 学校給食施設設備更新事業 

 

【予算額】 

  １１，２９２千円 

【現状・課題】 

 ○学校給食は、大崎学校給食センター、東野共同調理場及び木江共同調理場から提供さ

れていますが、施設整備から十数年が経過し、厨房給湯器やガス自動炊飯器等、経年

劣化により障害が発生する可能性がでてきています。 

【事業目的】 

 ○必要な設備を更新し、生徒・児童へ継続して安心安全な給食を提供することを目的と

しています。 

【事業内容】 

 ○大崎学校給食センターの厨房給湯器、ガス自動炊飯器、ガス回転釜、冷蔵庫及び東野

共同調理場の真空冷却器等設備を更新します。 

主な新規事業等 
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■ 災害用備品等整備事業 

 

【予算額】 

  ２，４９３千円 

【現状・課題】 

 ○地震・台風等災害発生から３日間程度は、被災地外からの支援が行き届かないことな

どが想定され、被災地内での自立的な供給体制が必要です。 

【事業目的】 

 ○災害発生直後、生命維持や生活に最低限必要な食糧・飲料水・生活必需品等の物資を

備蓄することを目的とします。 

【事業内容】 

 ○災害用保存食、保存水等備蓄品の整備と備蓄倉庫を設置します。 

○保存食については、使用期限５年のものを購入します。 

 

 

■ 公共施設再生エネルギー導入事業 

 

【予算額】 

  １１０，１８７千円 

【現状・課題】 

 ○大規模災害等のエネルギー対策として、再生可能エネルギーや未利用エネルギーを

活用した自立・分散型エネルギーの導入等による災害に強く環境負荷の小さい地域

づくりが国を挙げての課題となっています。 

【事業目的】 

 ○災害時に電力会社からの電力供給が遮断された際に、災害対策本部等となる施設にお

いて必要最低限の機能（電力復旧までの２～３日程度の電力）を維持することを目的

とします。 

【事業内容】 

 ○防災拠点となる役場本庁施設の耐震補強を行います。 

 ○役場本庁及び産業会館に太陽光発電設備を設置します。 

 

 

 

主な新規事業等 



- 18 - 

 

                                      大崎上島町 

 

 

 

 

 

■ 町道干拓大串港線改良事業 

 

【予算額】 

  １８，６４０千円 

【現状・課題】 

 ○町道においては、計画的に整備を進めています。 

【事業目的】 

 ○地域間道路としての機能を向上させることで交通の安全性を確保し、生活の利便性・

快適性の向上を図ります。 

【事業内容】 

 ○未改良区間である町道干拓大串港線を、平成 27 年度から 3ヶ年で整備します。 

  Ｌ＝１２２.０ｍ（全体計画５２２．０ｍ） 

 

 

■ 排水機場更新事業 

 

【予算額】 

  ３０，０００千円 

【現状・課題】 

 ○近年、大雨による被害が全国的にも頻発しており、町内でも浸水被害が発生していま

す。こういった災害で重要となるのが排水機（排水ポンプ）ですが、町内に整備され

ている排水機は老朽化してきており、災害発生時に機能しない可能性があるのではと

懸念されています。 

【事業目的】 

 ○老朽化により機能が低下した設備の更新を行うことで、住民の安全を確保することを

目的とします。 

【事業内容】 

 ○町内数か所の排水機場設備を、複数年かけて整備更新していきます。 

 ○平成２７年度は、向山地区広田排水機場のポンプ分解整備や電子制御版等の更新を行

います。 

 

主な新規事業等 
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■ 固定資産台帳整備事業 

 

【予算額】 

  ６，８０４千円 

【現状・課題】 

 ○現在の地方公共団体の公会計（官庁会計）は、主に現金の流れに主眼を置くことで予

算の適正・確実な執行に資する「現金主義」で行われています。しかし、現状の会計

処理では見えにくい資産・負債といったストック情報や、建物の減価償却費などの現

金の支出を伴わないコスト情報などの把握が難しいとされています。 

 ○これらの情報を把握するために、総務省が新地方公会計の統一的な基準を示し、平成

２８年度決算分より新基準に対応した財務書類作成が求められています。しかし、現

在の町の各種台帳では不足している情報があり、新基準に対応することができませ

ん。 

【事業目的】 

 ○新基準に対応した財務書類を作成するため、固定資産台帳を整備します。 

 ○整備した台帳を、今後の公共施設等の管理や財政状況の分析等に幅広く活用し、より

健全な財政運営を目指します。 

【事業内容】 

 ○平成２７年度末を基準とする固定資産台帳を整備します。この固定資産台帳で把握す

る対象は、町が保有する建物、道路及び山林等公共施設全てとなります。 

 

 

■ 危険建物除却促進補助事業 

 

【予算額】 

  １，５１７千円 

【現状・課題】 

 ○管理されておらず、危険建物となっている空き家が増加していますが、除却に係る費

用が高額であるため、放置されている事例があります。 

【事業目的】 

 ○危険建物除却を推進し、安全・安心な市民生活を確保することを目的とします。 

【事業内容】 

 ○町が定めた基準を満たす危険建物の除却を行う所有者に対し、除却費用の 30%（最大

30 万円）を補助します。 

主な新規事業等 


